
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

認知症のお話 Vol.8 

認知症が進むと、人とコミュニケーションをとるのが難しくな

っていきます。言っても伝わらない、相手の言いたいことも良

く分からない、という状態が続くと、「認知症の人は何も分から

ない」と思いがちです。でも、感情が失われることはありませ

ん。喜怒哀楽はもちろん、年長者としてのプライドなども保っ

ているのです。言葉の意味そのものは理解できなくても、言わ

れた時の雰囲気や、相手の感情にはとても敏感です。「どうせ分

からない」と見下した表現や乱暴な言い方、子ども扱いなどに

も気をつけましょう。なるべく相手のペースを尊重し、落ち着

いて接することが、コミュニケーションのコツです。 

 新年明けまして、おめでとうございます。 

本年も何卒宜しくお願い申し上げます。 

年末から雪もありましたが、元旦は初日の出を拝

む事が出来ました。皆様から、今年の目標をうか

がうと、どなたも「健康で過ごせますように」と

健康に配慮したお話をされました。我々、スタッ

フ一同も、更なるサービスの向上に努めてまいり

ます。いつも、ありがとうございます。 

小規模多機能ホームわおんあした葉 

坂 尚浩 

 

あした葉クリスマス会 

寸劇で「水戸黄門」披露させてもらいま

した。コロナ菌を成敗する内容で、 

利用者様にも参加してもらいました。 

後は、ウクレレとオカリナの演奏会 

しました。 

切り干し大根づくり 

皆さん、ご協力ありがとうございます。 

皆さんで、2022年の準備しました。 

今年は、「寅年」。 

個性溢れる「寅」が出来ました。  

お泊りの時の一コマです。 

一緒に折り紙をしながら、 

楽しい会話で、盛り上がります。 

起床後、モップ掛けが、習慣と

なり、夜勤者のお手伝いしてく

ださいます。 

ありがとうございます。 


